
　グリーン・ツーリズム活動を実践する農家などに

よる、活動の活性化に向けた方策を話し合うフォー

ラムが１２月２３日、市内賀田の中央公民館岩木館

で開かれました。

活
性
化
の
方
策
探
る

　
　
　
　
　
弘
前
里
山
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

　１月５日、りんごの初市が弘果弘前中央青果で行われ、昨年

からの高値傾向を維持する活発な取引でスタートしました。 

　今年の初市には、好調な販売環境を期待して前年を約６割上

回る１５,２５０箱（２０㌔入り）が入荷。生産者約１,１００人、買

参人２００人が集まり、競り人の威勢の良い掛け声が響くなか、

次々とりんごが競り落とされていました。

パネルディスカッションの模様

取引活発
りんご初市

開店にあたり葛西憲之市長は「農家の産直活動を張
り巡らすことで地域が活性化し、循環が作られるので
はと考える。取り組みを生かして本市の発展につなげ
ていきたい」とあいさつしました。 
エブリデーマルシェは、同市場の中ほどにある区画
を利用して開店。冬場に市内の２農家が作った白菜や
ワサビ菜、アスパラ菜、エノキダケなどの新鮮野菜が
並び、料理法が書かれたレシピなどが店先を飾りまし
た。今回のマルシェは市が販売員を配置し、野菜の特
徴などを伝えながら買い物客に販売していました。
今年度から始まった同事業は、土手町分庁舎敷地内
での「軽トラｄｅ夕市」を皮切りに、「かだれｄｅ夕
市」（百石町）や「えきまえ市」（駅前）が開かれたほ
か、中心商店街でも独自に取り組むなど、農家の直接
販売活動がひろがりをみせました。 

　
農
家
の
直
接
販
売
活
動
の
支
援
や
地
産
地
消

の
推
進
を
図
る
�
本
市
の
産
直
マ
ル
シ
�
︵
フ

ラ
ン
ス
語
で
﹁
市
場
﹂
︶
事
業
�
今
年
度
最
後

の
マ
ル
シ
�
と
な
る
中
土
手
エ
ブ
リ
デ
�
マ
ル

シ
�
が
�
12
月
11
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
�
市

内
土
手
町
の
弘
前
中
央
食
品
市
場
内
で
開
か
れ

ま
し
た
�

農家の直販活動ひろがる
中土手エブリデーマルシェ
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１
年

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
「
た
か
丸
く
ん
」

　
弘
前
里
山
ツ
ー
リ
ズ
ム（
田
中
幸

樹
会
長
）主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
は
市
民
約
４０
人
が
参
加
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、農
業
体
験
を
受
け
入
れ

る（
有
）ゆ
め
り
ん
ご
代
表
取
締

役
の
平
井
秀
樹
さ
ん
や
里
山
ツ

ー
リ
ズ
ム
事
務
局
の
兼
平
節
子

さ
ん
な
ど
農
家
３
人
と
、市
側

か
ら
蛯
名
正
樹
農
林
部
長
が
参

加
し
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
活
性
化
策
に
つ
い
て
平
井
さ

ん
は「
受
け
入
れ
農
家
の
拡
大

と
と
も
に
異
業
種
と
の
連
携
強

化
が
大
事
」、兼
平
さ
ん
は「
仲

間
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
」と
強
調
し
た
ほ
か
、蛯
名
部

長
は「
活
動
に
関
わ
る
人
が
方

向
性
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
必

要
」と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、新
潟
県
で
活
動

す
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
い
が
た
奥
阿

賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
神
田
昭

平
事
務
局
長
に
よ
る
特
別
講
演

も
行
わ
れ
、「
今
後
は『
人
に
会

い
に
来
る
観
光
』。地
域
の
人
を

訪
れ
る
必
然
性
を
作
り
出
す
こ

と
が
大
事
」と
指
摘
し
ま
し
た
。



農 業 ひ ろ さ き

◆
交
付
対
象
者
　
米
の
生
産
数

量
目
標
に
従
っ
て
販
売
目
的
で

生
産
す
る
「
販
売
農
家
」
、

「
集
落
営
農
組
織
」
の
う
ち
水

稲
共
済
加
入
者
、
又
は
平
成
２２

年
産
の
販
売
実
績
が
あ
る
方

◆
交
付
対
象
作
物
　
主
食
用
米

◆
交
付
対
象
面
積
　
主
食
用
米

の
作
付
面
積
か
ら
自
家
用
米
・

縁
故
用
米
と
し
て
一
律
１０
㌃
を

控
除
し
た
面
積

◆
「
１０
㌃
当
た
り
の
交
付
単

価
」
別
表
①
の
と
お
り

◆
交
付
対
象
者
　
対
象
作
物
の

生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
販
売

目
的
で
生
産
す
る
「
販
売
農

家
」
、
「
集
落
営
農
組
織
」
の

う
ち
畑
作
物
共
済
加
入
者
、
又

は
販
売
実
績
が
あ
る
方

◆
交
付
対
象
面
積
　
対
象
作
物

の
２２
年
産
の
生
産
面
積
、又
は

２３
年
産
の
販
売
数
量
に
基
づ
き

交
付

◆「
交
付
対
象
作
物
及
び
面
積

払
い（
１０
㌃
当
た
り
）の
交
付
単

価
、数
量
払
の
交
付
単
価
（
全

国
一
律
）
」
別
表
②
の
と
お
り

て
、
米
の
「
生
産
数
量
目
標
の

達
成
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
販
売

目
的
で
、
対
象
作
物
を
生
産
す

る
「
販
売
農
家
」
、
「
集
落
営

農
組
織
」

◆
「
交
付
対
象
作
物
及
び
１０
㌃

当
た
り
の
交
付
単
価
（
定

額
）
」
別
表
③
の
と
お
り

　
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

で
は
、次
の
加
算
支
払
も
い
た
し

ま
す
。

◆
規
模
拡
大
加
算
　
農
地
利
用

集
積
円
滑
化
事
業
に
よ
り
、
面

的
集
積
（
連
担
化
）し
た
場
合
、

利
用
権
設
定
し
た
面
積
１０
㌃
当

た
り
２
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

◆
品
質
加
算
　
畑
作
物
に
つ
い

て
、
数
量
払
の
交
付
単
価
を
品

質
に
応
じ
て
増
減
し
ま
す
。

◆
再
生
利
用
加
算
　
畑
の
耕
作

放
棄
地
を
解
消
し
、
麦
・
大

豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
を
作
付
け

し
た
場
合
に
、
１０
㌃
当
た
り
一

定
額
（
２
万
円
か
ら
３
万
円
）

を
最
長
５
年
間
交
付
し
ま
す
。

◆
緑
肥
輪
作
加
算
　
畑
地
に
地

力
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る

作
物
を
栽
培
し
て
す
き
込
む
場

合
（
休
閑
緑
肥
）
１０
㌃
当
た
り

１
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

◆
集
落
営
農
の
法
人
化
支
援

集
落
営
農
が
法
人
化
し
た
場
合
、

４０
万
円
を
定
額
で
交
付
し
ま
す
。

　
交
付
対
象
と
な
る
米
・
畑
作

物
の
作
付
け
を
実
施
す
る
農
業

者
は
、
２
月
１６
日
ま
で
に
お
近

く
の
農
協
・
集
荷
業
者
及
び
協

議
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
内
容
は
、
現
時
点
の
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
交
付
要
件

や
交
付
単
価
等
に
変
更
が
生
じ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に

関
す
る
こ
と
　
東
北
農
政
局
青

森
農
政
事
務
所
地
域
第
一
課
☎

２７
・
６
１
８
０

米
の
需
給
調
整
に
関
す
る
こ
と

弘
前
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会

事
務
局
（
市
農
政
課
水
田
対
策

係
）
☎ 

３５
・
１
１
１
１
（
内
線

７
１
５
・
７
１
６
）

◆
交
付
対
象
者
　
水
田
に
お
い
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◎
米
の
所
得
補
償
交
付
金

○
そ
の
他
加
算
措
置
等

□
交
付
を
受
け
た
い
方
は

ま
ず
、加
入
の
申
し
出
を

◎
畑
作
物
の

　
　
　
所
得
補
償
交
付
金

◎
水
田
活
用
の

　
　
　
所
得
補
償
交
付
金

　国は、平成２３年度農業経営の安定と食料自給率の

向上を図るため、主食用米を対象とした「米の所得補

償交付金」と麦・大豆等の畑作物を対象とした「畑作

物の所得補償交付金」及び、水田で主食用米から麦・

大豆等へ作付転換を進める「水田活用の所得補償交付

金」を直接支払いする「農業者戸別所得補償制度」の

本格実施を行う予定です。 

国の産地資金の予算枠よ
り配分された資金の範囲
内で、国と県が対象作物
や交付単価等の使途の協
議を行い、今後決定され
る予定です。

80,000円/10㌃

35,000円/10㌃

20,000円/10㌃

交付単価

その他作物

米粉用米・飼料用米・ＷＣＳ用稲

麦・大豆、飼料作物

そば、なたね、加工用米

交付対象作物

◎水田活用の所得補償交付金　　               （別表③）

◎米の所得補償交付金　　　　　               （別表①）

23年産米の販売価格が標準的な販売価格を下回
った場合は、「米価変動補てん交付金」を交付
します。

定額部分

変動部分

15,000円/10㌃

◎畑作物の所得補償交付金　　　               （別表②）

※交付金は、面積払いと数量払を併用し、面積払いを先に支
払い、その後、対象作物の販売数量が明らかになった段階で、
数量払の額を確定し、追加で支払う仕組みとなります。

交付対象作物

てん菜

でん粉原料用
ばれいしょ

そば

なたね

小麦
水田

畑地

水田

畑地
大豆

交付単価

20,000円/10㌃の面積払い又は
 6,360円/60㌔㌘による数量払の高い額

20,000円/10㌃の面積払い又は
11,310円/60㌔㌘による数量払の高い額

20,000円/10㌃の面積払い又は
 6,410円/㌧による数量払の高い額

20,000円/10㌃の面積払い又は
11,600円/㌧による数量払の高い額

20,000円/10㌃の面積払い又は
15,200円/45㌔㌘による数量払の高い額

20,000円/10㌃の面積払い又は
 8,470円/60㌔㌘による数量払の高い額



農 業 ひ ろ さ き 2011年（平成23年）２月１日（３） 第60号

　
「
青
森
県
特
別
栽
培
農
産

物
」
と
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
及
び
県
の
要
綱
に
基
づ
き
、

地
域
で
慣
行
的
に
行
わ
れ
て
い

る
栽
培
方
法
と
比
べ
、
化
学
合

成
農
薬
（
マ
シ
ン
油
乳
剤
や
性

フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
な
ど
は
除
く
）

と
化
学
肥
料
（
窒
素
成
分
量
）

の
使
用
が
５
割
以
下
で
栽
培
さ

れ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
環
境
や
食
に
対
す
る
安
全
・

安
心
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

特
別
栽
培
の
一
層
の
推
進
を
図

ろ
う
と
県
は
１２
月
２０
日
、
県
武

道
館
で
栽
培
拡
大
に
向
け
た
研

修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
特
別

栽
培
へ
の
取
組
事
例
の
紹
介
や

県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度

の
概
要
説
明
な
ど
を
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
特
別
栽
培
農
産
物

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
み
た
い

方
を
対
象
に
随
時
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
中
南
地
域

県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
農
業

普
及
振
興
室
☎ 

３４
・
２
１
３
６

　
弘
前
市
農
村
活
性
化
推
進
協

議
会
（
会
長
・
澁
谷
長
生
弘
前

大
学
教
授
）
主
催
に
よ
る
『
ひ

ろ
さ
き
農
業
』
体
験
ツ
ア
ー
の

３
回
目
「
〜
伝
承
の
味
を
知
ろ

う
〜
」
が
１２
月
１０
日
、
市
内
大

開
の
清
水
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
郷
土
料
理
の
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
承
の
味
を
知
る
機
会
を
農

村
女
性
と
の
交
流
を
通
じ
て
提

供
し
な
が
ら
、
地
産
地
消
を
推

進
す
る
ツ
ア
ー
に
は
１４
人
が
参

加
。
講
師
に
は
郷
土
料
理
講
習

会
な
ど
の
活
動
を
行
う
弘
前
地

区
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
（
清
野
優
美
子
会
長
）
の

会
員
６
人
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
け

の
汁
、
あ
ん
こ
う
の
と
も
和
え
、

ご
ま
ご
は
ん
な
ど
５
品
。
参
加

者
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

会
員
か
ら
「
昆
布
を
か
る
く
あ

ぶ
る
こ
と
で
け
の
汁
の
旨
み
が

増
す
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
手
際
よ
く
仕
上

げ
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
試

食
し
地
元
の
食
の
豊
か
さ
を
再

認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
習
前
に
は
清
野
会
長
の
講

話
が
あ
り
「
伝
承
の
味
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
若
者
向
け
に
ア

レ
ン
ジ
し
普
段
か
ら
食
べ
る
こ

と
も
必
要
」
と
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　
農
業
所
得
の
申
告
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
後
継
者
へ
農
業
経
営
を
移
譲

し
、
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
農
業
所
得
に
か
か
る
申
告

を
後
継
者
名
義
で
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
経
営
移
譲
年
金
受
給
者
の
名

義
で
農
業
所
得
を
申
告
し
た
場

合
、
農
業
経
営
を
再
開
し
た
と

見
な
さ
れ
、
経
営
移
譲
年
金
が

支
給
停
止
と
な
り
ま
す
の
で
、

確
認
の
上
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
（※

老
齢
年
金
で
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員

会
農
政
係
☎ 

８２
・
１
６
３
８

りんご栽培農家、又は農業生産法
人が市以外から補助金等を受け
ずに行う、わい化への改植と新植
に要する経費を補助します。

苗木代、支柱代、
植穴・植栽費、土
壌改良資材費等

１/２以内
(上 限 は150,000
円/10㌃)

りんご園
改植事業
費補助金

事業名 補助率事業内容 補助対象経費

 

ホットアップルジ

ュース普及推進ネッ

トワーク（略称：ホッ

トアップル・ネット）

では、「ホット」とい

う、りんごジュースの新たな飲み方や商品の普及に

取り組まれる方（企業・団体・個人）を募集してい

ます。 

新しい商品を作りたい方、お店のメニューにちょ

っとした変化を加えたい方、お客様が喜ぶ「きっか

け」がほしい方・・・ 

そんな皆さん、りんごジュースを地域の資源とし

て見直し、新たな飲み方で活用してみませんか。寒

さが深まるこれからの季節。ホットで飲めば、体も

心も温まります。 

取り組みに参加したい、又は興味のある方は、ぜ

ひお問い合わせください。 

■問い合わせ先 ホットアップルジュース普及推

進ネットワーク（事務局・中南地域県民局地域連

携部地域支援室☎３２ー２４０７）

農
業
者
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け
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農
業
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告
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農
業
者
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け
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農
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所
得
申
告
名
義
に
つ
い
て

会員の技に見入る参加者たち

研
修
会
の
様
子

市りんご課では、下記の補助事業への申し込みを受け付けております。事業

の活用をお考えの方は問い合わせください。申し込み締切り：２月１８日（金）

■問い合わせ先 市りんご課生産振興係（岩木庁舎２階☎８２−１６３６）  

◆◆◆ 市単独補助事業のお知らせ ◆◆◆
伝
承
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を
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ろ
う
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ひ
ろ
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ツ
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環
境
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し
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農
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青
森
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別
栽
培
農
産
物
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の

　
　
　
　
　
　

取
組
推
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つ
い
て

ホットアップル・ネット
メンバー募集
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23年産申込み受け付け中!

【対象となる災害】…風害・ひょう害・凍霜害

【対象となる割合】…２割〜３割以上の被害から

共済金が支払われます。
（加入方式によって異なります） 

【農家負担額と 

補償額】…申込みは箱数単位となります。

○国が掛金の半分をあらかじめ負担！

○防風ネット・防霜ファンがあればさらに割引！

○弘前市では農家負担額（賦課金を除く）の
　１５％を助成いたします。

★農家負担額はおよそ1箱56円〜90円
※『ふじ』の場合

（品種・加入方式等によって異なります）

★補償額は最高でおよそ1箱2,730円
※『ふじ』の場合（品種によって異なります）

近年続く異常気象に備えて

りんご共済
『被害限定補償』

★申込み締め切りは平成23年３月25日まで 

詳しくは ひろさき広域農業共済組合まで 

　　☎28−5700
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講
演
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　弘前市りんご公園では、りんご生産者を対象に初心者

向けのりんご栽培講座を開催します。 

◆日　　時…２月22日（火）～24日（木） 

　　　　　　午前10時～12時  

　　　　　　午後１時30分～３時30分 

◆場　　所…りんごの家集会室・園地（りんご公園内）

◆募集人員…市内に居住するりんご生産者（初心者） 

　　　　　　30人（先着順） 

◆講　　師…講座内容①・③・⑤…中南地域県民局地域農    

　　　　　　林水産部農業普及振興室職員  

　　　　　　講座内容②・④・⑥…弘前市りんご公園専任

　　　　　　指導員※②・④・⑥は天候などで変更するこ

　　　　　　ともあります。 

◆受 講 料…無料　 ◆申し込み…２月10日から受付 

■問い合わせ先　弘前市りんご公園 ☎ 36－7439  

りんご栽培講座りんご栽培講座

日　　程
講　　座　　内　　容

午　　　前 午　　　後

22日（火）

23日（水）

24日（木）

①りんごの品種

③りんごの病害虫防除

⑤りんごの特別栽培・
   エコファーマー制度

②りんごづくり12か月

④剪定のはなし

⑥りんご剪定の実技
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弘
前
と
京
都
の
相
互
交
流
か

ら
生
ま
れ
た
伝
統
野
菜
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
　
２
月
１７
日
（
木
）
午

後
１
時
〜
午
後
３
時
半

◆
と
こ
ろ
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ

ャ
ッ
ス
ル
（
上
鞘
師
町
）

◆
内
容
　
テ
ー
マ
「
伝
統
野
菜

〜
弘
前
と
京
都
の
相
互
交
流
〜
」

○
講
演
　

①
講
師…

久
保
功
氏
（
京
都
市

在
住
・
野
菜
文
化
史
研
究
セ
ン

タ
ー
代
表
）

②
講
師…
中
村
元
彦
氏
（
弘
前

市
在
住
・
在
来
津
軽
「
清
水
森

ナ
ン
バ
」
ブ
ラ
ン
ド
確
立
研
究

会
会
長
）

○
加
工
品
等
の
試
食

◆
参
加
料
　
無
料

◆
定
員
　
１
５
０
人（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
　

２
月
２
日
か
ら
電
話
で
、
弘
前

市
農
村
活
性
化
推
進
協
議
会
事

務
局
（
市
農
政
課
内
☎ 

８２
・
１

６
３
５
）
へ
。

　
「
温
暖
化
に
対
応
し
た
高
品

質
お
う
と
う
生
産
の
た
め
の
剪

定
法
」
を
テ
ー
マ
に
剪
定
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　
２
月
８
日
（
火
）

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◆
講
師
　
井
上
輝
雄
氏
（
山
形

県
）

◆
集
合
場
所
　
河
東
地
区
り
ん

ご
施
設
駐
車
場
（
つ
が
る
弘
前

農
協
南
支
店
）
９
時
４５
分
集
合

◆
剪
定
会
場
　
齊
藤
春
雄
氏
園

地
（
原
ケ
平
地
区
）

◆
対
象
　
果
樹
生
産
者

◆
参
加
料
　
無
料

※

集
合
場
所
・
会
場
等
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
り
ん
ご

課
☎ 

８２
・
１
６
３
６

　
弘
前
・
岩
木
・
相
馬
の
各
地

域
の
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

主
催
に
よ
り
、
左
記
の
と
お
り

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
日
時
　
２
月
１０
日
（
木
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時

◆
場
所
　
岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー

「
あ
そ
べ
ー
る
」（
賀
田
一
丁
目
）

◆
講
演
会

講
師…

（
株
）
渡
辺
採
種
場
取

締
役
販
売
部
長
　
佐
藤
士
郎
氏

演
題…

「
今
年
の
天
候
と
農
産

物
づ
く
り
」

◆
参
加
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
農
政
課

農
業
振
興
係
☎ 

８２
・
１
６
３
５

に
基
づ
い
て
調
製
し
、
縦
覧
に

供
し
た
後
、
３
月
３１
日
に
確
定

し
ま
す
。

　
今
回
の
名
簿
は
、
平
成
２３
年

３
月
３１
日
か
ら
平
成
２４
年
３
月

３０
日
ま
で
据
え
置
か
れ
、
こ
の

間
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が

行
わ
れ
る
と
き
は
、
こ
の
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

◆
縦
覧
期
間
　
２
月
２３
日（
水
）

〜
３
月
９
日（
水
）

◆
縦
覧
場
所
　
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
新
館
６

階
）※

た
だ
し
、
土
・
日
は
１

階
警
備
員
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
☎ 

３５
・
１

１
２
９
）

　
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
」
は
、
み
な
さ
ん
の
申
請
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